
受付窓口は　　　　　　　　　　　　です

農地中間管理事業

農林水産課農林水産課柏崎市柏崎市

農地の貸し借りが、原則、

　

経由になりました！

(公社)新潟県農林公社(公社)新潟県農林公社

令和7(2025)年4月から、書類の作成、申請受付窓口が

JA (かしわざき営農センター)から柏崎市農林水産課になりました

地権者(出し手)

　都道府県知事が指定する農地中間管理機構が、農地を地権者（出し手）から借り受け、農地の担い手となる

耕作者（受け手）に対して、農地を転貸する事業です。

　新潟県では、（公社）新潟県農林公社がその指定を受け、柏崎市へ業務委託しています。

令和7(2025)年3月をもちまして、

相対利用権での新規の貸借契約の受付は終了しました
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地権者（出し手）と耕作者（受け手）との間で契約期間や

　　賃料について、十分に協議してください。

賃料は、10アール当たりの単価を決めてください。

契約期間は、原則10年以上です。

地権者（出し手）における固定資産税の軽減特例を受ける

　　申し出は不要です。納税通知書をご確認ください。

市へ書類を提出してから契約開始まで約４か月かかります。

　　特に年末は、翌年度の契約の申請期限であるため、書類の

　　作成・受付が混雑いたします。お申し出・書類のご提出は

　　お早めにお願いいたします。

固定資産税の軽減（最大５年間）

農業者年金の加算付年金の受給

贈与税・相続税の納税猶予の継続

貸借契約の注意事項

①契約で定めた期日どおりに、農地中間管

　理機構から契約金が支払われます。

②貸借契約によって、機構に一度農用地を

　貸し出したら返ってこないということは

　なく、契約で定めた貸付期間の終了後に

　は農用地は必ず返ってきます。

③一定の要件を満たした場合、次の優遇措

　置を受けられます。

出し手（地権者） 受け手（耕作者）

利用権設定（貸借）における優遇

①地域計画に基づき、まとまった一団の農用

　地の権利移動を行うことができ、農作業の

　効率化・コスト低減につながります。

②複数の出し手から農用地の権利移動を行う

　場合であっても契約相手は機構のみのた

　め、契約手続きや支払いの手間が省けま

　す。

農地中間管理事業の活用メリット

公益社団法人新潟県農林公社
農政部　農地中間管理事業課

お問い合わせ先

ホームページ

http://www.nochibank-niigata.com/

柏崎市産業振興部
農林水産課農政企画係
(新潟県柏崎市日石町2番1号)

電　話 0257-21-2305

　令和5(2023)年4月に施行された農業経営基盤強化促進法等の改正によって、これまで取り組まれてきた「人・農地プラン」は

「地域計画」として法定化されました。

　同計画は、人と農地の問題を解決することを目的に地域農業の将来の在り方を明らかにする設計図で、地域の話し合いを基に

概ね10年後の目指すべき姿（目標地図）を添付し、市町村が作成しました。

　なお、法律で農地中間管理機構の農地中間管理権の設定にあたっては、地域計画の達成に資することとなるようにしなければ

ならないとされています。

地域計画とは

農地中間管理事業について
詳しく知りたい方へ

一団で貸借契約
集積・集約化

（農地のイメージ）

メール norin@city.kashiwazaki.lg.jp

　電　　話 025-285-8442


